7月22日の都城市民会館シンポジウムの報告
当日はあいにく悪天候でしたが、170人程度の参加者を得て、おかさまで無事にシンポジウムを開催することができました。ＪＲと高速道の通行止めで、ＪＩＡ九州支部の諸氏20名ほどが欠席となり、パネリストに急遽、鈴木代表を要請するアクシデントはありましたが、聴衆の心に響く、いいシンポジウムであったと自賛します。
鈴木先生の基調講演は戦後の日本の建築界と菊竹氏の作品の解説があり、そのなかで、市民会館を「戦後、はじめて日本建築が海外に紹介されるようになった時代を代表する建築物」と位置付け、高い評価と保存をアピ－ルし、他の保存・再生の事例を紹介してくれました。わたしの想像を超える熱いメッセ－ジでありました。
後半のパネルディスカッションでは、多田氏(建築家・香川県)が四国の「香川県庁舎」や「カイコウ社」などを例に、すばらしい建築物の保存の実績と、行政を説得させるデ－タの紹介を行い、それを中心に都城での具体例などを話し合いました。　（平川靖三記）
